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頁 記事タイトル 該当箇所 誤 正 

p.42 第１章 

動物形態機能

学実習 

上から 12

－13 行目 

アルコール（油浸レンズの場

合はキシレン）を少量しみこ

ませて拭く。 

アルコールを少量しみこませて

拭く（油浸レンズの清掃は専用

の洗浄液を使用する）。 

p.124 第２章「２」

Ｘ線撮影の方

向とポジショ

ニング」の図 

AP と PA

の矢印と

表記 

AP 

PA 

CrCd（頭尾側） 

CdCr（尾頭側） 

※下記修正後の図をご覧くださ

い。 

p.124 第２章「正し

いポジショニ

ング」の囲み 

④AP と⑤

PA 

④ AP（antero posterior） 

・前方から後方へX 線が透

過 

⑤ PA（postero anterion） 

・後方から前方へX 線が透

過 

④ CrCd(cranialcaudal) 

・頭側から尾側へX 線が透過 

⑤ CdCr(caudalcranial) 

・尾側から頭側へX 線が透過 

注） 頭側（Cranial） 尾側

（Caudal） 

p.166 第３章 

動物臨床検査

学実習 

表 3-2-1 

下から 

6 行目と

2行目 

分葉核好中（Sag-N） 

好塩基球（Bos） 

 

分葉核好中（Seg-N） 

好塩基球（Bas） 

 

 

図 


